
1 

 

「もんじゅ」に係る主な課題の整理（案） 

 

 

１．拙速な保全プログラムの導入 

 研究開発段階炉にあるべき保守管理の検討が不十分なまま、拙速な保全

プログラムの導入 

 

 

２．脆弱な保全実施体制 

 品質保証、保守管理に関する不十分な理解、PDCA 含め脆弱な実施体制 

 保守管理に係る業務を外部に頼る傾向 

 

 

３．長期停止の影響 

 実際に運転、発電した期間が短いため、運転保守に関する知見の蓄積が

不十分 

 長期間停止の中で経験者の退職、出向者の帰任によるノウハウ等の逸失 

 停止の定常化によるモチベーション、マイプラント意識の低下 

 

 

４．人材育成の課題 

 高速炉の実用化に向けた道行きが不明確な中での、将来に向けた人材育

成の困難さ 

 電力事業者やメーカー等からの出向支援を通じて得たプラント保全経験

者のノウハウの定着不足 

 原子力規制委員会からの各種要請等を踏まえ、プラント保全担当部署の

強化を図るも、管理職の経験値が不足 

 

 

５．情報力や統率力の課題 

 実用発電炉と比べての規制動向や技術情報に対する情報収集力の低さ 

 機器・設備等に関する設計ミスを見抜けないなど、技術力の不足 

 複数メーカーが行う保守管理の一元的な技術管理、統率能力の不足 
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６．東電福島原発事故を経ての社会的要請の変化 

 安全・安心に関する社会的要請の高まりに対する、状況把握と対応が不

十分 

 

 

７．日本原子力研究開発機構の運営 

 研究開発が優先され、経営陣含め保守管理が十分に重要視されていない 

 これまで繰り返し改革に取り組んできたが、十分な成果があがっていな

いとの指摘 

 

 

８．関係機関との関係の在り方等 

 監督官庁との間の緊張関係の不足 

 関係者の責任関係についての不明確さや認識の不足 

 


